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■インタビュー

■ＲＳテクノロジーズ■

取締役事業本部長 本郷邦夫氏

米アップルのスマホ「ｉＰｈｏｎｅ ６ｓ・Ｐｌｕｓ」の減速にともなって、昨冬以降、やや足踏み気味だ

った半導体市場が、「iPhone SE の投入で再び上向きに転じることが期待されている」（半導体メ

ーカー）との見方が強まっている。「その時期は４月」というのが、半導体、電子部品業界の一致し

た観測である。再生ウエハー業界も大勢が、今年第１四半期（１～３月）の微調整を経て、今月か

らの上昇を期待しているが、再生シリコンウエハー世界トップのＲＳテクノロジーズの本郷邦夫取

締役事業本部長に、再生シリコンウエハーの足元の状況と今後の事業環境の見通しを聞いた。
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―今年初に、アップル向けを扱う村田製作所やＴＤＫなど、ハイエンドスマホ向けの電子部品減

産が一斉に報じられました。すでに、シリコンウエハーは、先行して昨年秋にはピークアウトし、

夏場までの勢いがとまったように見受けられましたが、再生ウエハーの動きはいかがでしたか。

本郷 一言でいうと、再生ウエハーの市場環境としては、グローバルは足踏み、内需は活況継続

というところでしょうか。そのため、結果的に昨年秋以降、輸出は減少していました。

―シリコン単結晶やプライムウエハーの動きと同じですね。今年に入ってからはいかがですか。

本郷 想定と比べると、全体にアップルの減速の影響を受けており、芳しくはない状況です。１～

３月は弊社に限らず皆さんも同じように市場の影響を受けたのではないでしょうか。幸い、弊社は

昨年、台湾に新工場を建設、稼働を始めていますので、その分が上乗せされていることがプラス

要因となっています。

今年に入ってから急激な円高となっていますが、先行き右肩上がりの見通しのなかで〝微調

整〟ともいえる事業環境であり、成長のトレンドに変化はありません。

―足元、三本木工場と昨年１０月に稼働入りした「ＲＳテクセミコンダクター台湾」（１００％子会

社）の新工場の稼働状況は。

本郷 ざっくりとした答えですが、三本木はフル稼働でキャパを超えた生産体制となっています。

半面、台湾は月生産能力１０万枚に対して量産稼働は、これからというところです。台湾は、大手

のＴＳＭＣやＵＭＥなどに対して、認定作業を急いでいますが、国内から現地に常駐している社

員７人に加えて、出張５人前後の日本人要員で、現地従業員７０人への教育訓練を行っていま

す。

ですから、確実に認定作業を推進しながら次第に生産体制を引き上げていくことにしています。

最終的な計画としては、現地採用を１３０人体制にまで引き上げる予定です。この時点で、当初

計画のフル稼働ということになります。「ステップバイステップ」で、焦らず慌てず、確実にという考

え方で、年内のフル稼働を目指しています。

―台湾は、世界最大のＴＳＭＣを筆頭に、ＵＭＣなど有力ファンドリーがひしめいています。ＴＳＭ

Ｃだけでも、シリコンウエハー処理枚数は３００ミリウエハーで月間８０万枚を超えるといわれて

いますが、国内工場と台湾工場の位置付けは。

本郷 弊社の経営方針として、台湾工場は「台湾で完結する」というのが基本です。今後、各社

の生産ライン単位の認定作業を進めながら、着実に生産能力を引き上げ、月産１０万枚のフル稼

働に持っていければと考えています。もちろん、その後も、台湾企業の中期をにらんでの旺盛な

投資意欲を生かして、弊社の取り組みも強化して行くことは言うまでもありません。台湾の再生ウ

エハー市場は世界の４割に達しており、その成長力は極めて強いのですから。

―台湾の競合メーカーへの対策は

本郷 弊社は、台湾では後発ですので戦略的なことが欠かせませんが、技術面では優位性を有

していると自負していますので、国内同様ごく当たり前の対応ということです。一方、台湾には再

生メーカーが３社ありますが、ＴＳＭＣ一社の投資の動きをみても、既存の台湾メーカーのキャパ

と技術力では元々、再生ウエハーの供給不足は否めなかったのですから、それほど特別な営業

を行っているわけではありません。

―台湾で最近、大きな地震があり、大手の半導体ファンドリー企業でも被害がでました。大手フ
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ァンドリーはＢＰＯを含めた対策を何か取っているのでしょうか。

本郷 弊社の本社工場でもそうですが、長年の経験を生かした「免震」、「制振」、「耐震」対策を

様々に採用しています。例えば、建物の揺れ方を前提にして重要設備を固定しないとか、地下

を活用するとかですね。台湾のファンドリー企業も今回の地震で、台湾以外の立地を模索するよ

うな動きはみられません。今後、３年程度は台湾での設備投資を主体に行うとみています。その

後は、新竹、台南、台中を含めて、台湾内での立地難が次第に表面化してくるのではないかとみ

ています。それまでは、例え地震が避けられないとはいえ、台湾以外での大型設備投資はない

のでは。

―プライムシリコンウエハーの出荷は、昨年後半から一旦ピークアウトし、小幅ながら調整局面

に入っているようですが、今年後半から来年以降にかけて、東芝、サムスン、ＴＳＭＣなどの世

界の有力な半導体メーカーの大型設備投資が予想されます。東芝は、経営再建途上にもかか

わらず、ここにきて３Ｄフラッシュメモリーなどへの３６００億円の中期的な投資計画を発表してい

ます。プライムシリコンウエハーは、昨年央には需給が相当引き締まる状況となっていました。

そのため、３００ミリウエハーのボトルネック対策による手直し増設が大手主体に繰り返されまし

たが、抜本的な投資は依然として具体化していません。４５０ミリウエハーも含めて半導体メーカ

ーの動きも鈍いようですが。

本郷 弊社は昨年、４５０ミリ再生ウエハーの供給も行える設備を三本木工場に導入しましたが、

サンプル程度を除けば、大口の発注はありません。３００ミリウエハーでも大型投資の気配は感じ

られませんし、「噂すら」ありません。

―３００ミリウエハーで、月間５００万枚レベルの需要を超えると〝本格的な需給ひっ迫〟が避け

られないのでは。

本郷 半導体需要が活況になってくれば多分、そうなるのでしょう。

―４月に入って、いよいよアップルの「iPhone SE」が投入されました。年々大型化してきたディス

プレイがここにきて縮小、iPhone SE は 2013 年にリリースされた iPhone 5s と同じ 4 インチサイズ

となりました。機能的には進化がとまりませんし、搭載カメラは正面で２台と倍になるとのことで

す。

アップルは、今年に入ってｉＰｈｏｎｅの最新モデルを減産しました。国内外の部品メーカーによ

ると、2015年９月に発売した「６ｓ／６ｓプラス」の 16 年１～３月期の生産量を、計画に比べ３割程

度減らす見通しといわれていましたが、半導体や電子部品メーカーへの影響が表面化していま

した。４～６月期には元の水準に戻すとみられていたようですが、iPhone SE の発売開始で、半

導体市場上向きの期待が高まっています。

本郷 まさに、アップル頼みですが、再生ウエハーやシリコンウエハーメーカー各社とも期待は大

きいですし、電子部品各社も同様な見方ではないでしょうか。４～６月の活況を見越した設備投

資を行ってきており、業績への織り込みも始まっています。

―長時間、有難うございました。
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＜ＭＬＣＣ＞ ＴＤＫ、定格電圧 1000V の車載対応積層セラミックコンデンサーの新

シリーズを開発、量産開始


